
















辞書を BDBと呼ぶのは⚓人の著者 Francis Brown‒Samuel Driver‒Charles
Briggs の頭文字からである。また BAGD とは『新約聖書ギリシア英語語辞
典』のことで、ドイツ語版の著者 Walter Bauer の B と、改訂者の William
Arndt‒F. Wilbur Gingrich‒Fredrick W. Dankerの頭文字からである。本稿を
執筆する直接のきっかけは、2000年に大改訂されて BDAGとなった辞書の D
である Fredrick William Dankerの肩書がʠSeminary Seminex Professor of
the New Testament at the Lutheran School of Theology in Chicagoとなって
おり、私の当時の留学先であった Graduate Theological Union にも Robert
Smithという新約聖書の教授が同じ Christ Seminary Seminex Professorの






























1）ブリッグスの生い立ちについては Gary Dorrien, The Making of American Liberal
Theology : Imagining Progressive Religion 1805-1905 (Louisville : Westminster





























3）この講演の全文は https: //archive. org/details/addressbyrevchar00brigrich/page/
n37/mode/2upを参照。
4）George M. Marsden, Fundamentalism and American Culture, New Edition
(Oxford : Oxford University Press, 2006), 109-118を参照。
















の超保守派の通信である The Mail and Expressに送ったことにある6)。
この年ブリッグスは新設された Robinson Professor of Biblical Theologyの
教授職に就任することになり、翌年1891年⚑月の就任演説のテーマとして「聖








Handy, A History of Union Theological Seminary in New York (New York:



























































ウェールター派教会（the Norwegian Lutheran Church）が、1918年に連合ルター


























10）ここに記載された数は James E. Adams, Preus of Missouri and the Great
Lutheran Civil War (New York: Harper & Row, 1977), 15-16を参照。
11）日本には1948年に宣教開始を宣言、現在の日本ルーテル教団のルーツとなる。
12）The Board of Control Concordia Seminary, Exodus From Concordia: Report on
the 1978 Walkout, 1977, 13. 私的なパンフレットとして配布された。論者はこのパ
ンフレットを Lexington Theological Seminary図書館で見つけた。パンフレット
には写真などが含まれる。
13）事実確認委員会が作成した報告書 Report of the Synodical President to the
Lutheran Church-Missouri Synod (1972）には、釈義クラスの授業要綱の変遷な
どが例として挙げられている。論者はこの報告書を Asbury Theological Seminary
図書館で見つけた。














































し18)、福音派ルター教会同盟（the Association of Evangelical Lutheran
Churches）を結成した。さらに1988年、よりリベラルなルター派教会（例え
ば the Lutheran Church in Americaなど）と合流し、アメリカ福音ルター派
教会（the Evangelical Lutheran Church In America）を結成した。
コンコーディア神学校を「亡命した」教員と学生は「亡命中のコンコーディ







17）Robert Benne, The Paradoxical Vision : A Public Theology for the Twenty‒First
Century (Minneapolis : Fortress, 1994), 141.
18）この数はʠLutheran’s Missouri Synod Healing from Bitter Political Dispute of
70’sʡ New York Times (December 13, 1982）参照。















19）シカゴ・ルター派神学校（the Lutheran School of Theology at Chicago, LSTC）、
太平洋ルター派神学校（Pacific Lutheran Theological Seminary, PLTS）、ウォル
トブルク神学校（Wartburg Theological Seminary, WTS）。
20）ʠLutheran’s Missouri Synod Healing from Bitter Political Dispute of 70’sʡ New
York Times（December 13, 1982).
21）聖書学に限ってその転任先を述べる。Ralph Klein（旧約）→ LSTC、Everett
Kalin（新約）→ PLTS、Robert Smith（新約）→ PLTS、Edgar Krents（新約）
→ LSTC、Frederick Danker（新約）→ LSTC。いずれも20世紀のアメリカ聖書学
を代表的な聖書学者であり、これによってルター派神学校の聖書学の質も飛躍的に
向上した。とりわけ Frederick Dankerは、バウアーの翻訳による『新約聖書ギリ





Timothy Johnson, The Writings of the New Testament : An Interpretation
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結び
このように時代や教派の異なる⚒つの神学校の事件を取り上げることによっ
て、アメリカ聖書学が持つ特徴――例えば、ドイツで発展した伝承史・編集史
的研究を避け、文学的・修辞学的研究に重きを置くこと――の理由の一つを明
らかにした23)。ブリッグス事件では、ユニオン神学校が超教派神学校
（interdenominational seminary）として学問的聖書学を維持する道を選んだ。
コンコーディア神学校はリベラルな教員と学生を「亡命」した後、教派に忠実
な教員による牧師養成の道を選んだ。アメリカでは聖書学の研究者は、ユニオ
ン神学校のようなリベラルな超教派神学校や、ハーヴァードやシカゴ大学と
いった教派と独立した大学の大学院で主に養成されている。これらの大学で学
ぶ博士課程の学生も、とりわけ新約聖書学に関して言うと、伝承史・編集史的
研究よりは文学批評を用いた研究、あるいは西洋古典学や古代中近東学、ユダ
ヤ学、人類学といった学際的研究に関心を持ち、その領域での研究が盛んであ
る。
23）アメリカ聖書学のこのような傾向のもう一つの理由として、ドイツのギムナジウム
では古典語や西洋古典学が大切にされているが、アメリカの大学ではそのようなこ
とはない。それに対して、アメリカでは文学批評を学ぶ English 101が必修である
ことが挙げられる。アメリカの学生にとって文学批評は文学を読む身近なツールな
のである。
【T：】Edianserver／関西学院大学／外国語外国文化研究／ⅩⅧ／
大宮有博 ⚓ 校
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